
  

 

 

 

 

 

５月 22 日（木）に、令和７年度第１回中条中学校学校運営協議会が開催さ

れました。今年度の委員の皆さんが任命され、新たな第一歩を踏み出しました。 

委員の皆さんは以下のメンバーです。今年度、よろしくお願いいたします。

個人情報保護のため役職のみの掲載とします。 

１ 学校運営協議会長、互親会会長 ２ 
学校支援コーディネーター、中条小後援会長 

中条公民館長 

３ 同窓会長 ４ 青少年育成協議会会長 

５ 前同窓会長 ６ 大井田公民館分館長、東小ＣＳ委員 

７ 大井田地区青少年育成協議会会長 ８ 中条地区振興会長、自主防災会会長 

９ Ｒ６ ＰＴＡ会長 10 Ｒ７ ＰＴＡ会長 

11 Ｒ７ ＰＴＡ副会長 12 Ｒ７ ＰＴＡ副会長 

13 中条地区地域支援員  その他校長、教頭、学校職員です。 

 
 
第１回学校運営協議会では、中学校から学校経営方針の説明をして、ご承認いただきまし

た。令和７年度５月までの生徒の様子をスライドショーで見ていただいた後で、昨年度の熟議

や生徒へのアンケート結果を踏まえ、地域と学校の連携をさらに深め、実現可能なものにする

ための方策等について、具体的な行事を取り上げ、熟議を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 意見交換のテーマ  

 

「学校行事、地域行事での地域との関わり方」 

校長より

思います。ふるさと十日町を愛する生徒の育成につながります。

「地域とともに歩む学校づくり」と中条中の伝統である「あせまみれ運動」

の一層の充実を目指し、学校運営協議会委員を中核として、「地域の宝」であ

る生徒へのご支援をお願いしたいと思います。



【地域の行事】 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

 

 

 

学校運営協議会を終えて、委員の皆さん（◎）や生徒の振り返り（☆）より 

◎生徒と地域関係者が、顔の見える関係になることで、様々な行事がスムーズに企画、運営が

できることを期待できる会となりました。 

◎グループ協議の時間をもう少し長く確保してほしい。 

◎年々、地域と子どもたちの会話が少なくなってきたので、このような会で様々な考えや思い

を聞けて良かったです。 

◎各グループで、学校及び生徒が積極的な姿勢で話し合いに参加していてよかった。出た意見

を地域でも共有していきたい。 

☆事前の説明が丁寧で、今年度から参加した人も自然に話し合いに参加できていた。 

☆地域と学校とで話し合いの場がありよかった。生徒会の中でも地域との関わり方について

考えていきたい。 

昨年度の玉入れは、地域

の方と生徒と交流があ

り、よかった。 

地域の行事は、吹奏楽部は

参加したい。生徒が企画

（出し物等）し、景品等を

振興会が用意する。 

体育祭の地域交流種目に

参加した方に、景品を準

備したらどうか。 

各町内に広告（ちらし）を

貼って事前に募集をした

らどうか。 

ダンスや歌等、出し物を

生徒会で企画する。 

世代関係なく、全体で楽

しい雰囲気を作る催し物

を入れる。 

どのように関わるか考え

ていきたい。 

進行を中学生が担当する。

町内行事等、参加しやすい

行事から参加していく。神

宮寺の清掃活動等 

昨年度、参加者は多かっ

たが、関わりというと少

なかった。もう少し、関

わりがもてるとよい。 

競技をするだけでなく、

作戦会議の必要なルール

にして、交流を深める。 

 

企画の段階から関わると

よいのではないか。 

夜だけでなく、昼の部を

実施してみてはどうか。 

ステージだけでなく、作

品を展示するのはどう

か。作品展示スペースを

作る。 

地域行事をチラシで知

らせてはどうか。地域の

LINE 等 SNS を使って

周知する。 

玉入れだと、小さい子が

やりづらいので、グラウ

ンドに的を書き、そこに

球を投げ入れる。 

【体育祭】 

地域の踊りを取り入れ、

勝ち負け関係なく、地域

の方と一緒に取り組む。 


